
 

 

長生管内稲作農家 各位 

長生稲作情報 第２報 
（令和８年６月４日発行） 

  

◎長生地域の生育状況 

５月の気象について、気温は過去10年平均と比べて0.6℃高く、日照時間は平年と比べ

て24％多く、降水量は平年と比べて８％多くなりました。全体的に生育の進みは早まって

います。田面水を維持出来ていなかったほ場やジャンボタニシの食害を受けたほ場では 

茎数がやや少ない状況でしたが、５月２１～２２日にかけて50ｍｍ程度の降水があった 

ため、これらのほ場でも茎数は回復してきています。 

４月植え付けの早生品種のほ場では、目標茎数に達し中干しの適期に入りました。５月

植え付けほ場も、生育は良好です。イネミズゾウムシによる葉の食害はピークを過ぎまし

たが、イネドロオイムシによる葉の食害が本格化してきました。 

◎今後の生育管理について 

分げつが多く、茎数を十分確保できているほ場は中干し

の適期を迎えています。目標茎数に達したら、速やかに 

中干しを行ってください。 

また、早生・中生品種（ふさおとめ、ふさこがね、アキ

ヒカリ）では６月上旬～中旬、晩生品種（コシヒカリ、  

粒すけ）では６月中旬～下旬に幼穂形成期を迎えます。 

水稲生育予測システム「でるたTM」を活用し、幼穂形成期

の目安を確認し、実際にほ場でも幼穂を確認してください。 

病害では、葉いもち病の発生が目立つ時期となります。

例年発生が見られるほ場、葉色が濃いほ場、風通しの悪いほ場では特に注意が必要です。

発生を確認した場合は、速やかに防除しましょう。 
これから梅雨を迎えます。大雨が降った直後の増水した排水路や河川は危険です。ほ場

を確認しに行くのはやめましょう。雷が近づいている場合もほ場から離れ、車内や屋内に

避難してください。降雨後に稲の冠水が見られた場合は速やかに排水をしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※気温の平年値は過去 10 年間、日照時間の平年値は 1991 年から 2020 年の 30 年間。 

品種名 
目標茎数 

本/㎡ 本/株 

ふさおとめ 440 24 

ふさこがね 360 20 

コシヒカリ 300 16 

粒すけ 440 24 

長生農業事務所 改良普及課 

担当：黒住、髙内、河田 

電 話 ０４７５－２２－１７７１ 

表１ 中干し開始時の目標茎数 
（栽植密度 60 株/㎡の場合） 
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◎幼穂形成期の確認方法について 
 幼穂形成期とは、主稈における長さ１㎜以上の幼穂の割合が 80％となった時のことを

言います。幼穂形成期から出穂期（出穂する稈のうち、約 50％が出穂した時点）までの 

日数は 25 日程度ですが、気温が高く推移すると日数は短くなることがあります。幼穂  

形成期を知ることで、出穂期の予測や穂肥適期、病害虫防除の適期が把握できるので、  

代表的なほ場を選定し、確認してみてください。 

 幼穂の確認方法は以下のとおりです。 

①平均的な株の一番背の高い茎を株元から引き抜きます。 

②株元から 10 センチメートルのところで茎を切ります。 

③カッター等を使って株元の方から中心部を縦割りにします。 

④伸長した節間の上部にある幼穂の長さを測ります。（写真） 

 

 

◎長生地域の幼穂形成期の予測及び穂肥のタイミングについて 
水稲生育予測システム「でるた TM」（茂原アメダス）による予測は以下のとおりです。 

本予測は今後の天候状況等により誤差が生じる可能性があるため、あくまで目安です。 

表２ 長生地域の幼穂形成期の予測（６月４日時点） 

品種 
移植日 

穂肥施用適期の目安 
４月 15 日 ４月 20 日 ４月 25 日 

ふさおとめ 6 月 8 日 6 月 10 日 6 月 13 日 
幼穂形成期から１週間以内 

【幼穂長 1mm～1ｃｍ】 

アキヒカリ 6 月 6 日 6 月８日 6 月 11 日 幼穂形成期前後５日間 

ふさこがね 6 月 9 日 6 月 11 日 6 月 14 日 
幼穂形成期から７日後 

【幼穂長 1ｃｍ】 

コシヒカリ 6 月 17 日 6 月 19 日 6 月 22 日 
幼穂形成期７日～１５日後の間 

【幼穂長１ｃｍ～８ｃｍ】 

粒すけ 6 月 15 日 6 月 18 日 6 月 21 日 
幼穂形成期から７日後 

【幼穂長 1ｃｍ】 

※水稲生育予測システム「でるた TM」（茂原アメダス）による推定値。 

 

◎令和８年度水稲の高温対策研修会の開催について 

 近年、夏季の高温による水稲の高温登熟障害やイネカメムシの加害により、水稲の収量・

品質に影響を及ぼしています。県では、高温対策技術や現場で役立つ技術を紹介するため、

研修会を開催します。 

日  時：令和８年６月１８日（木）午後１時３０分から午後４時１５分まで 

開催方法：会場（農林総合研究センター大会議室（千葉市緑区）） 

またはオンライン 

 参加を希望される方は、添付のチラシを確認し、６月１０日までにお申し込みください。 

写真：幼穂長（２㎜） 


